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１ 電源が入らない・表示が点灯しない 

 

１－１ アナログ計器の場合（９２０・９１０Ｍなど） 

  電源端子にＡＣ１００Ｖ又はＡＣ２００Ｖが供給されていますか 

  ＹＥＳの場合  トランス等の不良が考えられますのでお手数ですが修理の為御返送ください 

  ＮＯの場合   電源供給ラインを確認してください 

１－２ デジタル計器の場合（８７３・８７４シリーズ） 

   電源端子にＡＣ１００Ｖ又はＡＣ２００Ｖが供給されていますか 

  ＹＥＳの場合  トランス等の不良が考えられますのでお手数ですが修理が必要ですので御返送  

          ください 

   ＮＯの場合   電源供給ラインを確認してください 

１－３ ２線式計器の場合（８７０シリーズ） 

   ＤＣ１４～４８Ｖが供給され、且つ極性は合っていますか 

   ＹＥＳの場合   本体不良が考えられますが修理が必要ですので御返送ください 

   ＮＯの場合   電源供給ラインを確認してください 

 

１－４ その他 

   ＊電源電圧確認時は感電にご注意ください。 

   ＊ＡＣ１００Ｖ用でご購入された水質計をＡＣ１１５Ｖ以上で動作させますとフューズが切れるか   

    トランスが焼損する場合があります。 

   ＊ＡＣ２００Ｖ仕様をＡＣ１００Ｖ通電で作動しますと表示は点灯しません。 

＊ ２線式計器の場合は電源極性を逆にしますと保護ダイオードによりショート状態になりますので 

過電流にご注意ください。 

   ＊水質計内部ＣＰＵ不良の場合も表示は点灯しません。 
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２ 表示値が異常である 

２－１ アナログ指針が大きく振れて測定できない 

     アナログ計器で指示針が大きくハンチングする原因は下記があります 

     Ａ 電極の端子番号を間違えて接続した場   接続図を参照して正規接続に直します 

     Ｂ 電極不良の場合   電極本体に異常が有りますので電極交換が必要です 

     Ｃ 小さく小刻みに振れる場合   電源回路に異常がありますので修理が必要です 

＊ 上記Ａ，ＢはＣＨＫレンジでフルスケールを表示することを確認してください 

 

２－２ アナログ指針が振りきれて戻らない 

     ＣＨＫレンジではフルスケール目盛まで戻るか 

      ＹＥＳ    電極か電極線に異常がありますので点検してください 

      ＮＯ    本体に異常がありますので修理が必要です 

     Ａ 電極不良の場合   電極本体に異常が有りますので電極交換が必要です 

     Ｂ 電極の端子番号を間違えて接続した場合   接続図を参照して正規接続に直します 

 

２－３ アナログ指針が途中で止まって動かない 

     電源を切った時に針がゼロに戻るか 

      ＹＥＳ    本体に異常がありますので修理が必要です 

      ＮＯ    メーターアッセンブリ―が故障していますので修理が必要です 

 

２－４ デジタル表示が測定値とＥｒｒを交互に表示する 

     Ｅｒｒ番号が表示されますので番号により対処します 

     Ｅｒｒ１    内部ＩＣのどれかが破損していますので修理が必要です 

     Ｅｒｒ２    温度異常ですが、電極か本体内部故障か判断が必要です 

             ＴＥＭＰキーを押しますと0以下又は１００℃以上を示しているはずです 

             が、もし水温に近い温度表示で正常であればコマンド設定のＣＥＬＬコード 

             修正又は電極2本使用のもう1本側電極不良が考えられますので詳細は御 

             問い合わせください 

     Ｅｒｒ３    測定レンジオーバーで異常では有りませんが測定範囲を確認してください 

     Ｅｒｒ４    校正エラーです。通常発生することはありませんがレンジ変更や通常測定 

             時にＣＡＬ（校正）設定キーを入力した場合に発生します。 

             自動復帰は出来ず、固定抵抗を使った校正作業が必要ですので弊社サービス 

             部門による出張サービスか、御客様自身で校正を行う場合は校正マニュアル  

             及び固定抵抗を弊社までご請求ください 

 

２－５ デジタル表示が測定値とドット4個が交互に点滅する 

     異常ではなく電極1又は電極2の電流出力設定値（２０ｍＡ）を越えていますので、おのお 

     の測定レンジオーバーか上限電流設定値の確認を行ってください 
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３ 測定指示値が測定液と合わない 

３－１ フルスケールに対し１０％以下の誤差である 

    電極固有誤差や延長線等の影響により誤差が拡大した場合はフルスケールの１０％程度までは指 

    示計本体で調整が可能です。ただし新規ご購入の場合は通常１％以下で出荷されていますので、 

    環境により誤差がありましても１０％程度まで拡大することは無く他に原因が考えられます。長 

    期使用で電極劣化等が生じた場合に交換までの補正としてご利用頂けます。 

    電極特性に関しては７項を参照してください 

３－２ フルスケールに対し１０％以上の誤差である 

    新規出荷品で１０％以上の誤差が発生することはありません。もし大きな誤差が生じた場合は他 

    に原因がありますので調査が必要です 

    Ａ 電極の取り付け方法が悪く水の流れに対し滞留する部分に設置した場合   電極取付方法 

      を再検討し必要に応じて取付方法マニュアルを弊社まで請求してください 

    Ｂ 電極が変形又は故障している場合   電極の交換が必要です 

    Ｃ 電極乗数１．０及び１０の型式がＡ３又はＡ４は電極構成部品で電極円周にテフロンチュー 

      ブを付けてありますがこのテフロンチューブを無理に取り外して組み付けた場合   電極 

      乗数が約半分になってしまいますのでテフロンチューブを再取付してください 

    Ｄ 温度検出サーミスタが破損した場合   電極の交換が必要です 

    Ｅ 校正エラーが発生しない限度の校正ミス   再校正が必要です。３ページ２－４のＥｒｒ  

      ４を参照してください（１８ＭΩｃｍ程度の水質が２０ＭΩｃｍを指示するとき等） 

３－３ 測定レンジが合わないほど大きな誤差である 

    Ａ 電極乗数が異なった型式を選定した場合   正規の型式電極に交換してください 

４ 指示値が安定しない 

４－１ 表示がランダムに大きく変動し規則性がない 

    アナログ製品の場合 

    スイッチをＣＨＫに切り替えた時変動が止まるか 

     ＹＥＳ   電極に異常がありますので、点検又は交換が必要です 

     ＮＯ   水質計本体に異常がありますので修理が必要です 

    デジタル製品で指示計１台に電極２本使用の場合 

    電極を２本使用で設定した場合は各電極のねじ込み部分が導通状態又は低い抵抗で接続された 

    場合に異常が発生します。これは各電極の外極がグランドレベルではなく低いインピーダンスな 

    がら電位を持っていますの電極の外極同士を短絡しますと正常作動しませんので、この場合はど  

    ちらかをフローチャンバー方式にて絶縁が必要です。 

 

                                   フローチャンバー 

      電極                             テフロンチューブ 

 

 

         金属配管 

 

                   ４ページ 



    デジタル製品で指示計1台に電極1本の場合 

    電極線を全て外し、ご購入時に付属しています抵抗を再度取り付けてください。 

    指示がフルスケールの約半分の値、温度はほぼ２５℃を示し且つ安定していれば指示計は正常と 

    判断し、電極又は測定水に気泡等がないか確認してください。 

    近くで超音波洗浄機が作動していたりトランシーバーの使用又、動力モーターのインバーターが 

    ある時もノイズによって指示が安定しない場合があります。 

    電極のシールド線はシールドが目的でグランド電位ではありませんので下図のようなアースはで 

    きません。アースした場合は指示が安定しないことがあります。 

 

                           

             電極                 悪い例  

 

                              シールド端子を渡りでアース 

 

 

 

                                  制御盤 

 

 

４－２ アナログ指示が微妙に1秒程度の周期で振れる 

    レンジ切替スイッチをＣＨＫにすると指針はフルスケールで安定するか 

     YES   電極にノイズが混入しています。モーターのインバーターノイズ等の影響を防止 

          するか下図のアースを試みてください 

     NO   指示計の故障です。電源装置に異常があると思われますので修理依頼を行ってくだ 

          さい 

 

 

                                      0 
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                                      ２ 

                                      ３ 

                                      ４ 

 

 

                         計器内部 

  

                    電極の1番端子（シールド）をケースアースします 
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４－３ アナログ指針が数秒から数十秒の周期でゆっくり振れる 

    電極線の誤配線が無いか点検してください。問題無ければレンジ切替スイッチをCHKにしてフ 

    ルスケール指示で安定しなければ指示計が故障していますので修理依頼してください。もし安定 

    していれば電極不良が考えられますが、５ページ４－２項を確認し且つ５章の水温変化が無けれ 

    ば電極不良が考えられますので交換又は調査依頼を行ってください。 

４－４ デジタル表示がフルスケールの１０％以上変動する 

    ４ページ４－１項が該当するか確認してください。 

    電極線を全て外し、ご購入時に付属しています抵抗を再度取り付けてください。 

    指示がフルスケールの約半分の値、温度はほぼ２５℃を示し且つ安定していれば指示計は正常と 

    考えられますので電極取付不良又は電極自身の不良が考えられます。 

４－５ デジタル表示がフルスケールの１％程度変動する 

    わずかの変動ですので原因の多くは外部要因によるもです。 

    例えば、電極のインピーダンスが極めて高い為にインバーターノイズや配管中のほんのわずかな 

    漏電電圧によっても影響を受けます。まだ電極線を延長した場合はラダー上で動力線と平行する 

    ことも多く個々によって原因が異なりますので特定の原因が決められません。 

    末尾の問合せ票にて症状等お知らせ頂ければより正確な情報を提供する事ができますのでご利用 

        ください。 

     

５ 水温の変化により指示値が変動する 

５－１ ５０℃以上の温水測定を行う 

    水温を上昇する装置として熱交換器が使われますが、加温はスチーム又は温水が使われますので 

    温水等の流量制御によって被加熱側温度が一定に保たれるよう制御しています。 

    しかしながら制御回路及び制御機器によってどうしてもある範囲の変動は避けることが困難です。 

    例えば８０℃制御において大流量になりますと１～２℃が誤差範囲になる場合があり且つ変動時 

    間が１０秒以下で制御される為に水質計においてこの変動が無視できません。 

    理論的には温度補償回路によってこの程度の補正は可能であり，電気的にも対応していますが電 

    極の構造上有る比熱量を持っており、電極内部に組み込まれた温度検出素子が電極本体の温度変 

    化を検出していますので実際の水温と電極が水温の温度に追いつく時間差が温度補償誤差となっ 

    て現れます。したがって高温になるほど補償係数が大きいため変動することになります。下図は 

    具体的な温度変化追従遅れ誤差を示していますがこれが結果として指示変動となります。 

 

                                     実際の温度変化 

 

                                     電極が検出する温度 

 

                                     温度補償誤差 
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    この現象は実際の水温変化に電極内部温度検出器の速度が付いて行けず、その結果遅れ分が誤差   

    となって現れますので計器自体の故障では有りません。 

      対策 

       実際の温水温度変化が小さくなるよう温度制御を行なう 

       温度変化速度を遅くする（温度検出速度である1℃/２０～３０秒以上） 

       電極を熱交換器から極力遠い位置に取り付ける（温度の平均化を行う） 

       電気的ダンパーが可能な875シリーズ指示計を用いる 

 

５－２ 常温の水質測定である 

   通常常温で御使いの場合は温度補償が正常に作動していますので温度変化に対しては指示変動がほ 

   とんどありません。もしアナログ指示計で1ＭΩｃｍ以上の変動が認められる場合は指示計の温度 

      補償回路がＯＦＦになっている可能性が考えられますので、ＴＥＭＰキーを押して温度表示にして 

      から、例えば２５．０℃．のように℃の後に ．（ドット）が有れば温度補償回路がＯＦＦになっ 

   ていますので取扱説明書に従って ．（ドット）を消してください。 

   又、屋内外で電極に直射日光が当ったり温風が電極に当る場合は内部温度検出器に誤差を与える事 

   がありますので遮光や保温材を巻くことによって防ぐことができます。 

 

６ 測定指示値と４－２０ｍＡ出力が合わない 

６－１ ゼロ又はフルスケールが多少ずれている 

   ゼロ及びスパンの微調整で解決します。取扱説明書に従ってゼロ及びスパンを百分率にて入力し調 

   整することができますが電流出力端子には相応の精度を持った電流計で行います。 

６－２ ０ｍＡのまま変化しない 

   電流出力端子の接続線を外し端子を開放にしてください。＋―の端子間でＤＣ２０～２５ＶのＤＣ 

   （アナログの場合は25Ｖ～３５Ｖ）電圧があることを確認し、もし２０Ｖ以下であれば指示計不 

   良ですので修理が必要です。 

   ＤＣ２０Ｖ以上ある場合はループが断線しているかループ抵抗が５００Ω以下で有ることを確認し 

   てください。希に記録計等の２５０Ω抵抗が外れていたりすることがあります。 

６－３ ２０ｍＡがスケールオーバしたままである 

   アナログ計器は指針がフルスケール以下であれば２０ｍＡを越えることは有りませんので修理が必 

   要です。デジタル計器は測定レンジとは別に２０ｍＡ時のレンジを自由に設定することができます 

   ので取扱説明書に従って電流出力２０ｍＡ時の値を確認してください。 

６－４ 変化はするがレンジが合わない 

   アナログ計器のときは固定ですので微調整ボリューム範囲外であれば修理が必要です。 

   デジタルの場合は測定レンジとは別に２０ｍＡ時のレンジを自由に設定することができますので取 

   扱説明書に従って希望するレンジに再設定してください。 

   直線性が無い場合はループ抵抗が７５０Ω以上ないか確認してください。ループ抵抗が大きい程低 

   いレンジで直線性が失われます。 

６－５ 表示は安定しているが電流出力が微妙に変化する 

   表示は安定しているが４－２０ｍＡ電流が微妙に変化する場合がありますが、これは４－２０ｍＡ 

                 ７ページ 



 

   ループに接続されているＰＬＣやＡＤコンバータの計測スピードが極めて速い読み取り速度 

   （数ｍＳＥＣ）の場合に直流信号に重複したデジタル信号パルスと反応する事があります。 

   故障では有りませんがデジタル信号をカットする作業を行いますので弊社宛てサービスを依頼して 

   ください 

 

７ 電極誤差が大きい 

７－１ 電極定数誤差が大きい 

   電極定数は個々の電極固有に付けられる定数で通常基準定数のプラスマイナス３％以内に収まるよ 

   う製作されています。 

   これらは新品時の値ですが経年変化によっても変化し、超純水においては新品時にも変動する要因 

   が多々あります。 

   Ａ 超純水では新品電極であっても純水を1週間ほど通水する事によって安定領域に入りますが、  

     これは金属表面の純水に対する接触抵抗変化の為で場合によっては１％も変化することがあり  

     ます。 

   Ｂ 長期使用においては、純水のみの使用では指示が高く出る傾向になり、過酸化水素洗浄や薬品  

     洗浄がありますと指示が低く出る傾向が見られます。 

   Ｃ 樹脂の再生工程にて薬品に電極が触れる時の寿命は通常の半分以下となります。 

   Ｄ 排水など電極が汚れる環境では1年に1度洗浄が必要ですが、そのまま使い続けますと実際 

     の水質より良く表示される傾向となります。 

   Ｅ ふっ酸など含まれる薬品によっては電極が腐食される事がありますので耐薬品性電極の選定が 

     必要になります。 

７－２ 電極取付方法は 

   電極の取付は気泡や水の流れ方向の注意が必要です 

   Ａ 気泡がたまりやすい部分には電極を取り付けないでください 

   Ｂ 水の流れ方向に付いては電極先端から水が流れる方向に取り付けてください 

   Ｃ 超純水はビーカー等に汲み置き測定ができません。空気中の炭酸ガスを吸収するためでビーカ  

     ー容器で測定する時は０．５ＭΩｃｍ以下又は２μＳ／ｃｍ以上の水質が可能です。 

 

 

 

      流れ方向 

 

 

          Ｂの例 

 

                                    Ｃの例 
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８ 外部要因による故障例 

８－１ 静電気による内部ＩＣ破損 

   季節によってはＰＶＣなど超純水用樹脂配管に純水が通過すると高電位の静電気が帯電することが 

   あり、数千Ｖの電位を持つことが多く場合よっては一万ボルトの達した例があります。 

   これらの配管に電極が接続されますと電極を通じて指示計電極接続端子を経由し内部ＩＣに高電位 

   が印加され、時としてＩＣ破損となります。この場合は表示がＥｒｒ１、Ｅｒｒ２など現場では修 

   復不可能となりますので修理が必要になります。 

８－２ 静電気による内部ＩＣ破損 

   計器納入時は回路保護及び校正を兼ねて固定抵抗を端子台に取り付けて有ります。これらは帯電防 

   止の役割も有りますが計器取り付け時に抵抗を外しますが、作業者の工具及び作業着等に帯電した 

   静電気にて機器異常をきたす場合があります。 

８－３ 絶縁試験によるＩＣ破損 

   メガ計等でＡＣ５００Ｖ電圧による絶縁試験を行ないますが、これらは水質計においては電源関係 

   だけが対象となりますので電極線接続端子には決して絶縁試験を行わないでください。 

   中継端子台など動力端子と並べますと電極線も絶縁試験を行ってしまう可能性があります。 

８－４ 異常電源電圧による内部焼損 

   ＡＣ１００Ｖ仕様にてＡＣ１１５Ｖ以上を印加しますとフューズが切れず内部トランスが少しずつ 

   温度上昇し、環境温度により異なりますが作動は正常に見え数ヶ月後にトランスコイル断線する場 

   合があります。各種電源電圧仕様をご用意してありますのでご注文時確認願います。 

８－５ 電極異常１ 

   電極線は電極内部にて端末処理し防水加工のうえエポキシ充填にて電極から直接電線を出していま 

   すが、電極線は軟質樹脂ケーブルですのであまり強くねじったり引っ張りますと電線内部でショー 

   トや断線する可能性がありますので注意してください。 

８－６ 電極異常２  

   長期間薬品に浸かった時や、薬品洗浄により急激に電極劣化が起こる場合があります。 

   多くは電極内部の絶縁材が劣化する為再生できず交換が必要です。 

８－７ 電極異常３  

   標準電極を７０℃以上の高温に長時間漬けた場合や、高温対応電極を急激な温度差（１０℃水温を 

   数秒で８０℃に通水した場合）で使い続けた時に歪による不具合が生じることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                9 ページ 



９ 誤った取付例（悪い例） 

 

                電極 

                                    端子箱 

                      １ 気泡が溜まる 

                 3 ビニールテープ絶縁処理は絶縁抵抗が低い 

    配管 

                        2 水の流れが反対 

 

 

                               延長電線 

                               市販ビニールシールド線 

 

 

 

            指示計 

 

 

 

                                  大型動力線 

             距離が近い 

                               動力線と平行距離が長い 

                               交差している 

 

               インバーター、超音波洗浄機等 

 

解説 

 １ 水の流れが反対で測定が不安定となる 

 ２ 電極の取付が気泡を巻き込み指示がふらつく 

 ３ 電極線の接続を端子台ではなくビニール端末処理はインピーダンスが低く誤差となる 

 ４ 市販ビニール線はインピーダンスが低くポリエチレンの専用線を使わないと指示が下がる 

 ５ 動力線と長距離を平行するとノイズが入る可能性がある 

 ６ インバーター等のノイズを受け指示が不安定になる 
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            作動不良問合せ用紙 
日付       年  月  日 

お客様会社名  

お客様氏名  

ご連絡先  

電話番号  

ご使用機種名  

ご使用場所  

不良状況 

備考 

 ＦＡＸ ０３－３８７０－７１０２ 
              東京都足立区千住仲町４０－１２ 

             （株）ティ･アンド･シー･テクニカル 

              TEL ０３－３８７０－７１０１ 
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